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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 南琉球八重山黒島方言の文法 

 学位申請者 原田 走一郎 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 渋谷 勝己 

  副査 大阪大学教授 田野村 忠温 

  副査 大阪大学准教授 高木 千恵 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、消滅の危機に瀕している南琉球八重山黒島方言を対象としてその文法の概略を記述するとともに、

類型論的に興味の持たれる当該方言の言語事象を個別に取り出してその特徴を詳細に明らかにしたものである。

「第一部 記述文法」、「第二部 個別トピック」の２部より構成され、本文 266頁、400字詰原稿用紙に換算して約

750枚の分量である。

 「第一部 記述文法」は 10 章からなる。第１章では、黒島および黒島が置かれている社会状況、先行研究、本

論文で使用する資料等について述べている。第２章は黒島方言の音素とその異音、音節構造、モーラ構造、プロ

ソディ、形態音韻規則を整理したところで、次章以下の基礎となる記述が行われている。第３章では、基本的な

節の構造、名詞句、述部、語・助詞・接辞、品詞、形態法などの概要がごく大まかにまとめられ、以下の章の見

取り図が示されている。第４章から第 10 章ではそれをうけて、それぞれ、名詞と名詞句（第４章）、動詞（第５

章）、形容詞（第６章）、その他の品詞（第７章）、助詞（第８章）、述部（第９章）、統語・意味（第 10 章）が記

述されている。たとえば動詞を扱った第５章では、動詞を、その活用によってＡ型動詞、Ｂ型動詞、不規則動詞

にわけ、それぞれを下位区分してさらに細かく整理するとともに、動詞に後接する接尾辞を義務接尾辞と任意接

尾辞にわけ、それぞれに属する接尾辞を体系的にまとめている。また、琉球語研究界で議論の多い形容詞を取り

上げた第６章では、黒島方言には活用面などから形容詞を認めることが必要であると認定したうえで、形容詞語

根に２つのサブグループを設定し、それぞれの特徴やふるまいの異同などをつぶさに記述している。第８章や第

10 章は関係する形式や事象を網羅したところで、前者では黒島方言の格助詞、属格助詞、とりたて助詞、接続助

詞、終助詞を、後者では単文、複文、文タイプ、情報構造、テンポラリティー、アスペクチュアリティー、可能、

否定などを可能なかぎり包括的に提示している。

 「第二部 個別トピック」は５章よりなる。第 11 章では黒島方言の zzan（しらみ）や vvuiru（黒色）などの語

に見られる二重有声摩擦音を取り上げて、二重音と単音の有声摩擦音が音韻的に対立することを論証するととも

に、二重子音の類型論においては、位置、有声性、調音法などを個々に考えるのではなく、組み合わせて考える

ことの重要性を指摘している。続く第 12章では、第６章で記述された形容詞をあらためて取り上げて、先行研究

が採用した認定基準やそこで提示されている琉球語諸方言の実態を詳細に検討するとともに、黒島方言の形容詞



が示す形態的、統語的ふるまいと、動詞や存在動詞、名詞＋コピュラ等が示すそれを比較することによって、黒

島方言では形容詞を認定することが必要であることを再度確認している。第 13章は、黒島方言の動詞の「終止形」

と「連体形」について、先行研究が得た結果と本論文の結果を対比したもので、当該方言には過去の連体修飾節

末専用の形式が存在すること、従来の研究で「連体形」と呼ばれていたかたちには統語情報が示されていないこ

と、主節末と連体修飾節末にたちうるかたちには典型的な屈折接辞がないことなどを述べている。第 14 章では、

黒島方言に特徴的なテンポラリティー・アスペクチュアリティー・エビデンシャリティーを複合的に担う接尾辞

jassu の形態統語的特徴と意味特徴を詳細に記述し、形態統語面では義務接尾辞であること、時制接尾辞と共起し

ないこと、主節末と副詞節末には生起するが連体修飾節末には生起しないこと、意味面では直前に話者が直接経

験した状況の変化を表すこと、などを明らかにしている。第 15章では、これも黒島方言に特徴的に見出される属

性語幹化接尾辞-ida-を取り上げ、形態的には動詞語幹に付され、あとに形容詞化接辞をとること、統語的には属性

語幹化して主題題述構造をとるものの、もとの動詞の結合価を変えることはないこと、意味的には、主題が、話

者が考える基準を超えてある動作を行うといった意味を加えるものであること、などを解明している。

 最後の第 16章で、今後に残された課題をまとめている。

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、消滅の危機に瀕した南琉球八重山黒島方言を対象に、現地のフィールドワークで収集した談話デー

タやインフォーマントに対して行った面接調査で得られた情報を縦横に駆使して、その文法の全般的なスケッチ

と、個別の言語事象の詳細な記述を行ったものである。当該方言については本論文以前に行われた記述、研究の

蓄積がほとんどなく、音素目録や形態音韻規則等を整理するといった基礎的な作業から着手しなければならない

状況であったが、現地に長期にわたって滞在し、現地の人々とのネットワークを構築しつつ調査を進め、分析を

加えて一定の内容をもつ文法記述としてまとめ上げ、学界や社会に広く提供できるレベルに達した点に大きな意

義がある。今後、当該方言についてまず参照されるべき、現時点でもっとも完成度の高い記述に仕上がっている。

そのほか、第二部に収録された、琉球語諸方言において形容詞を認定することの必要性の有無、二重有声摩擦音

の類型論的な把握のしかたなどをめぐる議論や、接尾辞 jassu、-ida-などの記述にも見るべきところが多い。

 ただし、問題点がないわけではない。たとえば、第一部の記述については、音素の分析・記述に改善の余地が

ある、終助詞等にはまだ最小の単位を取り出せていないように見えるところがある、第４章以下で記述された各

言語事象についてもアクセントをはじめとして十分でないところが多々残されている、とくに第 10章の統語・意

味についての記述はまだ浅いものにとどまっている、などの問題がある。音節構造の示し方や記述に用いた用語

にも不適切なところがある。また、第二部で取り上げた個々の事象についても、琉球諸語の他の方言と比較、対

照することによって記述等に修正を迫られる可能性のあるところがあり、類型論的な主張を行うのであればより

多くの言語を視野に入れる必要がある。

 このようにいくつかの問題点は残されているが、これらはむしろ、今後の発展のための課題として捉えられる

べき性質のものであって、黒島方言についての一定のレベルの文法記述を学界や社会に提供し、あわせて当該方

言の個別の言語事象を深く分析した本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士（文学）

の学位にふさわしいものと認定する。


